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　育児ネットワークを持つことが困難な現代の母親たちは、地域子育て拠点に対して人とつながり気軽に話が
できる環境を求めていると考えられる。本研究では、母親が人とつながり気軽に話ができる場を提供する子育
て支援の方法として、構成的グループ・エンカウンターを取り入れた活動を行い、参加した母親の心情の変化
を分析して、支援の有効性について検討することを目的とした。具体的には、構成的グループ・エンカウン
ターの一つであるすごろくトークを支援方法として実践した後、参加した母親にインタビューを行い、複線経
路等至性アプローチ（TEA）によって質的分析を行った。分析の結果、人とのつながりを求めていなかった
り気を遣いながら会話をしたりしていた母親が、すごろくトークでは気軽に会話ができたことで肯定的な変化
が見られた。すごろくトークを用いた支援の有効性とともに、母親同士をつなぐ支援者の役割の重要性が示さ
れた。
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Ⅰ．問題

１．現代の育児ネットワーク状況
　少子化の進行に伴って、様々な子育て支援施策が策定
されたが、出生率低下傾向には歯止めがかかっていない
状態である。出生率低下の社会的背景として、地域共同
体の機能が失われていることが指摘されている。現代の
生活 ･ 住居環境では、一戸一戸が独立した作りとなって
いることから、隣近所の人と顔を合わせる機会が減少し
たことで、近隣ネットワークが築かれにくくなっている
と考えられる。また、落合（1994）が述べているように
昭和前半に生まれた世代はきょうだい数が多く、身近な
社会的ネットワークはきょうだいネットワークが中心と
なっていたが、80 年代になると両親のきょうだい数が
減少していることからきょうだいネットワークも失わ
れ、また、両親が高齢になっても働いているケースが多
いため親族ネットワークを維持することが難しくなって
いると推察される。
　しかし、何時の時代においても子育てには、人と人が
つながる、すなわち育児ネットワークは不可欠である。

その効果について松田（2008）は「充実した育児ネット
ワークがあることは、親の育児力を高めて、子どもの発
達を支える効果もある」と述べている。
　また、汐見（2010）は今の子育て状況について「人々
はお互いのプライバシーに立ち入らず、必要以上に交流
することもない生活をしている。家族は自分たちなりの

『家族らしさ』を大事にしながら子育てしているが、子
どもが近隣の人々と交流することもなくなり、子どもは
限りなく地域から家庭内に囲いこまれていく。近隣から
の撤退は、社会からの孤立、孤独の中での子育てになら
ざるをえない」と述べている。科学の発展やインター
ネットの普及によって生活が楽になっている反面、直接
人と会わなくても生活ができる環境や、問題点が発生し
た場合においてもインターネットを活用して調べられる
など、人を頼る ･ 人を介して解決する機会が減っている
と考えられる。
　このように、子育て中の母親の置かれている社会的環
境は、人と気軽にかかわり会話することのできる機会や
場所が減少し、生活の利便性が向上したことによって人
を頼る機会も減少したことで、育児ネットワークを持つ
ことが困難になっていると推察される。

２．地域子育て支援拠点における母親へのかかわり方 
　子育てで何が母親に困難や不安を感じさせるのかとい
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う視点において、東ら（2009）は「①母の子育てへの自
信のなさ　②母の他者評価が気になりプレッシャーにな
る傾向　③母自身から頼らない ･ 頼れない傾向　④祖父
母が親育ちの助けにならない傾向　⑤母自身、自分の意
志が子どもに通じるのが当たり前と思うこと」という５
つの要因を見出した。また、浦山ら（2009）が母親の身
近な人間関係のストレス感を調査した結果、「子ども」
に６割、「夫」に５割と高い割合でストレスを感じてい
ることが明らかとなった。子どもがかわいいとは思って
いても、一方で子どもにストレスを感じており、子育て
に自信が持てないものの他者を頼ることもできない母親
像が示されている。出産を機に常に子どもと一緒にいる
生活が始まることや、子ども中心の生活リズムとなるこ
とは当たり前のことと受け止められやすいために、母親
の心理的困難感はなかなか表に出しにくく、理解されに
くいと推察される。
　そのような困難感や不安感をもった母親が、子どもと
２人だけの家庭の空間から脱却するために、人が居る空
間、話ができる環境を求めて近所の地域子育て支援拠点
を利用していると考えられる。しかし、地域子育て支援
拠点での活動内容は、親子ふれあいあそび・親子リト
ミック・お誕生会・園庭開放など、母親が常に子どもの
横に居ることを求められる内容が多く、子どもの保護者
としての立場で行動することが強いられやすいと考えら
れる。中谷（2014）は母親が常に子どもと一緒に居なけ
ればいけないことに対して、「親責任のまなざしが強い
社会の中で『子どもから目を離してもよい』という考え
方は、母親ではない『自分』にふと返ることの貴重な時
間を生み出すものとして機能していると思われる。母親
の主体性やエンパワメントの促進を考えるとき、こうし
た『自分』に返る時間こそが、その出発点になるものと
思われた」と述べている。
　また、中山（2016）の地域子育て支援拠点を利用する
母親へのアンケート調査から、気軽に話ができる仲間を
求めている人が多くいたことが報告されている。地域子
育て支援拠点における活動の内容として、母親が人とつ
ながり気軽に話ができる環境を提供しつつ、子どもから
一時的にも離れる時間を設定して「自分」に返りエンパ
ワメントを促進する内容を検討していくことが必要では
ないかと考えられる。

Ⅱ．目的

１．�地域子育て支援拠点における子育て支援に必要な要
素 

　母親が人とつながり気軽に話ができる環境に関して、

地域子育て支援拠点における親子が自由にあそべる「ひ
ろば」などは、気軽に母親同士がかかわり話をすること
ができる場として設定されている。しかし、母親の中で
も自ら行動して対人関係を結ぶことが苦手な人や、上述
した東らが述べていたような他者評価をプレッシャーと
感じている母親にとっては、初めて出会う人と話をする
という行為は困難であり、時によってはストレスと感
じ、子育て支援拠点を利用しなくなる原因の一つとなる
可能性もあると推察される。
　そこで、地域子育て支援拠点における子育て支援にお
いては、人とのつながりをより円滑に形成するための活
動内容を取り入れる必要があると考えられる。同時に、
母親の育児への自信のなさや不安をとりのぞくことがで
きるような支援者との関係を築くことも、支援活動には
欠かせない要素であると推察される。
　以上より、人とのつながりがより円滑に形成できるよ
うな子育て支援に必要な要素を整理すると、①子どもと
離れて一人の女性として参加できる場であること　②気
軽に話ができるようにすることを意図した活動　③母親
同士が気軽に話ができるようにつなげ、支援者となるス
タッフの存在　④母親が人と話すことを通して育児に対
して肯定的感情を持てるようにすることの４点であると
考えられる。これらの要素を含む支援方法として、本研
究では構成的グループ・エンカウンターを活動の中に取
り入れることとする。構成的グループ・エンカウンター
は、構成された条件の中で他者とかかわることによって
自分や他者、人生に関する気づきを促す集団援助技法で
ある。構成的グループ・エンカウンターを親育ちセミ
ナーにおいてコミュニケーション作りの方法として取り
入れた富田（2010）は「親同士そして保育者等との主体
的なコミュニケーションを促進することができ、今後の
新しい親教育アプローチとしての可能性がある」と述べ
ている。

２．研究目的
　本研究では、母親が人とつながり気軽に話ができる場
を提供する子育て支援の方法として、構成的グループ・
エンカウンターを取り入れた活動を行い、参加した母親
の心情の変化を分析して、支援の有効性について検討す
ることを目的とする。構成的グループ・エンカウンター
のねらいは、「自己理解」「他者理解」「自己主張」「信頼
体験」と設定した。それぞれのねらいの達成が期待で
き、地域子育て支援拠点の利用者である母親同士の関係
を築くために必要とされる会話を容易にする活動内容と
して、「すごろくトーク」を基本のエクササイズとした。
また、実施の際には母親たちが少しの時間でも子どもと
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離れ、一人の女性として参加しながら会話ができるよう
に環境を設定した。
　子どもから離れて多様な人と会話するすごろくトーク
を主体とした活動内容を体験した母親の心情変化の分析
を行い、支援の有効性について検討することによって、
子育てに対する不安感・困難感が生じやすい時期の母親
に対する支援のあり方に関する示唆が得られると期待さ
れる。

Ⅲ．方法

１．研究協力者
　近畿圏にある A 市には、市の委託による子育て支援
拠点が４拠点ある。その内の１拠点である B 子育て支
援拠点は、駅に近く利用者も多いことから、研究実施場
所として選定した。
　研究協力者は、B 子育て支援拠点のつどいの広場（以
下、広場とする）・一時預かり（以下、預かりとする）
を利用していることに加えて、支援者から見て子育てに
ついて少し不安が感じられる人や反対に子育てについて
あまり悩みを持っていない印象の人、A 市に引っ越し
てきた人、夫が単身赴任中の人などいろいろな生活環境
の中で子育てをしている母親が含まれるようにした。多
様な立場の母親同士がかかわることができるように、子
どもの年齢や子どものきょうだいの数は偏らないように
６名の参加者に協力を依頼し、同意を得た。基本属性は
表１の通りである。

２．調査と倫理的配慮
　2020 年 11 月から 12 月にすごろくトーク（構成的グ
ループ・エンカウンター）の活動を３回行い、2021 年
１月にインタビュー調査を行った。
　研究協力者にはインタビュー調査の説明書（調査の
概要、インタビュー内容、参加と撤回の自由、権利の
保障、個人情報の取り扱い、研究成果の公表などにつ

いて記載した）を確認してもらった後、「調査への同意
書」に記入してもらい回収した。子ども同伴でのインタ
ビューのため、子どもの体調や機嫌によって中断するこ
とや、時間的配慮を行った。
　質問内容項目は、上田（2018）を参照し、半構造化面
接において　①拠点を利用する前の子育てに対する気持
ち　②拠点を利用するきっかけ　③初めて拠点を利用
した時の印象　④すごろくトークに参加しての気持ち　
⑤すごろくトーク参加後の拠点を利用したときの気持ち
の５点についてのインタビューを行った。インタビュー
の際には、リラックスして会話に集中できるように、子
どもは別部屋でスタッフと一緒に過ごせる環境を整え
た。

３．プログラム全体の流れ 
　本研究のすごろくトークの実施は B 子育て支援拠点
の広場の活動のない木曜日の 13 時 30 分から 15 時まで
とした。活動にかかわるスタッフについては、進行役の
主担当者が１名、参加者と一緒にトークをしつつ参加者
同士の橋渡しを行う役として１～２名がすごろくトーク
に参加した。橋渡しの役割としては、母親たちが気楽に
話せるように緊張を解く人的環境となることや、子ども
を育てた経験者としての情報を話すこと等とした。ま
た、母親たちが少しでも子どもと離れて一人の女性とし
て参加できるように子どもの世話役を２名配置した。
　すごろくトークを始める前に参加者にシールを渡し、
エクササイズ中に呼んでもらいたい名前を記入しても
らった。意図としては、出産したと同時に「○○ちゃん
のお母さん」と呼ばれるようになり、自分の名前を呼ば
れる機会が減っている状況に対して、一人の女性として
参加してもらうためである。また、参加者が場やお互い
に慣れることを重視し、ウォーミングアップのエクササ
イズとして、それぞれが記入した名前を呼び合うナン
バーコールを行った。名前を呼び合うことによって、相
手を見て覚えたり、呼び名の由来を聞いて相手を知るこ

表１　研究協力者の基本属性

C さん D さん E さん F さん G さん H さん
居住年数 30 年 ８年 ２年 ６か月 ６か月 １年４か月

子どもの年齢と性別
３歳（男）
１歳（女）

０歳（男）
３歳（男）
０歳（女）

２歳（女） １歳（男） ３歳（男）

地域とのつながり あり なし なし なし なし なし

拠点の主な利用 広場 広場
広場

預かり
広場 広場 預かり

すごろく体験回数
２回

（２･ ３回目）
２回

（２･ ３回目）
３回 ３回 ３回

１回
（３回目）
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とにつながったりすることも意図した。お互いに名前を
呼び合えたことを確認した後、すごろくトークの活動を
始めた。
　すごろくトークの内容は、資料に示しているように自
分自身についての項目、結婚観や夫婦間についての項
目、子どもに関する項目などを設け、これらを通して生
活や子育てについての情報交換ができることを意図して
作成した。すごろくトークの進め方については、母親と
橋渡し役のスタッフで順番を決めてサイコロを順次振
り、自分のコマが止まったマスに書いてある話題につい
て話をするようにした。また、他の人の話に対して質問
をすること、話したくない内容についてはパスしてよい
ことを参加者同士のルールとした。
　なお、構成的グループ ･ エンカウンターではエクササ
イズ後に通常シェアリングの場を設けることが基本であ
るが、今回はすごろくトーク後に参加者が感じたことを
自然に出し合っていた雰囲気であったことから、すごろ
くトーク後に進行役が投げかけて感想を言ってもらう形
式でのシェアリングの時間は設けなかった。個人的に
は、インタビューの際にすごろくトークに参加しての感
想を聴取した。
　また、富田（2010）の実施した構成的グループ・エン
カウンターのねらいは「ふれあい体験」と「自他理解」
であり、行ったエクササイズも握手などのふれあいがあ
り、体験者の感想には「人とのふれあいが良かった」と
いう意見が 91% と多く示されていたが、今回は新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のため、ふれあうエクササ
イズは行わなかった。

４．分析方法
　本研究では、構成的グループ・エンカウンターを取
り入れた支援活動に参加した母親の心情の変化を分析
して、支援の有効性について検討することを目的とし
ている。そのためには、母親の出産・育児経験から子
育て支援拠点の利用・すごろくトーク体験後までの時
間の中で、母親の心情の変容を可視化する必要がある。
そこで、それに適した質的分析方法の一つである、複
線経路・等至性モデリング（Trajectory Equifinality 
Modeling：以下、TEM とする）によってインタビュー
データを分析することとした。
　分析の手順は荒川ら（2012）を参考にした。まず、６
名の録音したインタビューデータを逐語録化し、インタ
ビューデータの意味を解釈しながら語りの意味のまとま
りごとに切片化した。切片を時系列順に並べた上で同じ
内容のものはまとめ、当人の行動や感情、認識、状況な
ど、経路の要素や社会的方向づけ・社会的助勢として捉

えられるものにラベルをつけ、経路を描き出した。この
手順によって、まず６名のインタビューデータについて
TEM 図を６枚作成した。その後、６名分の TEM 図に
おいて共通している要素を統合し、共通していない経路
は複線経路として記述する手続きによって、総合 TEM
図を作成した（図１）。
　TEM を用いて分析し TEM 図に示していく際、非可
逆的時間（Irreversible Time）の流れのなかで、等至
点（Equifinality Point：EFP）に向かう歩みと、物理
的・精神的な妨げになるような社会的方向づけ（Social 
Point：SD）と、それとは逆に、後押ししたり導いたり
道標になったりする社会的ガイド（Social Guidance：
SG）、 経 路 が 分 か れ る 分 岐 点（Bifurcation Point：
BFP）、という概念を整理する必要がある（安田ら，
2012）。また、等至点を一つのものとして考えるのでは
なく、それとは対になる両極化した等至点（Polarized 
Equifinality Point：P-EFP）のようないわば補集合的な
事象も必ず等至点として研究に組みいれることが要請さ
れている。各概念の意味合いについては、上田（2018）
の複線経路・等至性モデルの用語を参考にし、表２にま
とめた。
　本研究では、構成的グループ・エンカウンターを取り
入れた子育て支援プログラムを経験した母親に肯定的な
変容がみられるか否かを明らかにすることが必要であ
り、参加後について母親たちから参加者への肯定的な関
心やかかわりが語られていたことから、「人とかかわる
ことが増えた」を等至点（EFP）と設定した。また、必
須通過点（OPP）として、「出産と子育ての開始」を設
定した。社会的方向づけ（SD）は「人とかかわりたく
ない」「人に頼れない」方向へと進ませる環境要因とし、
社会的助勢（SG）は「人とかかわりたい」「人に頼る」
方向へと進ませる環境要因とした。

Ⅳ．結果と考察

１．総合 TEM 図
　総合 TEM 図を図２に示した。６名それぞれの TEM
図を作成 ･ 分析した結果より共通項を見出し検討した結
果、母親たちのたどった経路を４つの時期に区分するこ
とが可能であった。第１期は「「出産」から「子育て支
援拠点を知るまで」」、第２期は「A 市の子育て支援拠
点を利用するまで」、第３期は「拠点を利用して、すご
ろくトークに参加するまで」、第４期は「すごろくトー
クに参加してから参加後の拠点を利用するまで」であ
る。各期における母親の心情や、影響した要因について
考察する。
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（１）第１期「出産」から「子育て支援拠点場所を知る
まで」の時期

　出産する前に、ある程度の予備知識を持って赤ちゃん
を迎えての生活を始めているが、実際に子育てが始まる
と「一人でしないといけないから不安しかない」「子ど
もが生まれて仕事を辞めたことで、孤立している感じ」
など、出産直後に子育てや自分自身の生活変化への不安
や負担、孤立感を感じていることが語られた。その際、
母親が人を頼れる環境に「いる・いない」ということが
分岐点となっていることが示された。この時期にまず母
親が頼ろうとしている相手は、実家の母親であった（例
１）。出産直後の不安や孤独感は、母親自身の今までの
親子関係に大きく影響されていることが推察される。た
だし、実家の両親との関係が良好であったとしても、高
齢でも職をもち働いている人が増加している現代社会に
おいては、ますます実家の母親を気軽に頼ることが困難
になって孤独を感じる母親が増えてくるのではないかと
危惧される。その課題に対して、肉親ではない知り合い
や、子育て支援者の役割が重要になると考えられる。

例１�【�出産直後における、母親の頼れる人の存在に対
する気持ち】

　・�夫が海外赴任で、実家の両親も働いているので頼
れないし、不安しかない（D）

　・�里帰りしていてよかった（G）
　・�母親との関係が良くないので、他人に頼ることも

得意じゃないし、頼る方法も知らない（H）

　また、子どもが２か月を過ぎると生活リズムが個々そ
れぞれとなるため、予備知識や育児書に載っている内容
だけではなかなか解決できないことが増えてくると推測
されるが、その際、G さんの場合は実家の母親以外の専

門知識を持った人に育児相談できたことで悩みが解決で
き、肯定的感情を持つようになった。一方、C さんの場
合は同じ年齢層の子どもを持った母親の育児相談会に参
加して、他の母親はできているという言葉を聞いただけ
で、「自分だけできていない」と受け止めて自分を追い
込んでしまった（例２）。出産直後という新生児を中心
とした緊張した日々の生活の中で、母親としての初めて
の会合では、できている自分を見せたい ･ 評価してほし
い気持ちが強くなる場合もあると考えられる。そのた
め、同じような月齢の子どもをもつ母親同士の場では、
他者の言葉が聞く側にとっては SD や SG とも受け止め
られるのではないかと推測される。せっかくの人とのか
かわりが SD にならないように、母親同士が話をする環
境やプログラムの流れを吟味することが必要であると考
えられる。

例２【不安や悩みの解決法の違い】
　・�子どもがずっと寝ていて授乳しないことに悩んで

いた。母親からの助言もあったけど取り合わな
かった。検診で看護師に話を聞いてもらうと、ピ
リピリした感情も消えて、ほっとしすぎて泣いて
しまった（G）

　・�相談会でみんな早く寝るって聞いて、なんでこん
なに違うのって思って。私が（寝る習慣を）つけ
てあげれていないのかと思って（C）

（２）第２期「A 市の子育て支援拠点を利用するまで」
の時期

　A 市に引っ越してきた人が６名中４名いた。「知り合
いがいない新しい土地」は母子にとって孤独 ･ 孤立に
させてしまう環境となり SD と捉えられる要因の一つだ
が、知り合いがいないからこそ子どもが遊べる場所、人

表２　TEM の理論を構成する基本概念

概念用語 意味 本研究における位置づけ
等至点

（EFP）
複数の経路が到達するポイント 人とかかわることが増えた

両極化した等至点
（P-EFP）

等至点とは価値的に対になる到達ポイント 人とかかわることが増えなかった

必須通過点
（OPP）

倫理的 ･ 制度的・慣習的にほとんどの人が経験
せざるをえない地点

出産と子育ての開始

分岐点
（BFP）

ある選択によって、各々の行動が多様に分かれ
ていく地点

人とのかかわりによる影響に促された、子育て
支援拠点の利用や事業への参加

社会的方向づけ
（SD）

等至点から遠ざけようと働く力
家庭環境や育児への困難感・子育て支援拠点で
の他の母親との関係

社会的助勢
（SG）

等至点へ至るように働く力
多種多様な人とのかかわりによる会話・支援者
の存在
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がいる場所をすぐに探す動機づけが高まったと考える
こともできる。F さんは、引っ越し前に利用していた子
育て支援拠点のイメージから、育児仲間を探すという
よりも子どもの遊び場を求めて拠点を探していた（例
３）。一方、産後うつ症状が出ていた H さんは「しんど
い」という気持ちを発信していたことから、A 市に引っ
越して来た際、保健師と一緒にカウンセリングに通い、
子育て支援拠点の利用を勧められ利用に至っている（例
３）。利用に至る状況は異なるが、「子どものため」に動
いている母親の姿が示されている。
　反対に地域のつながりがある C さんは、市内の情報
が手に入れやすい環境にいて、子育て支援拠点の場所も
把握できていたと推測されるが、利用にあたっては育児
友だちができてから一緒に来ている。D さんも学生の頃
に A 市に居住していたことから、市内の情報は入りや
すい状況ではあったが、夫が単身赴任中であり、実家の
親からも支援を受けにくい状態であったことから「自分
が倒れたら子どもの面倒は誰も見てもらえない」という
緊張感と不安感が強くあった。そのような中、市からの
電話があり地域の友だちに場所を教えてもらったことで
ようやく利用に至った（例３）。地域の情報を得やすい
ことや友人は SG として機能はしていると考えられるも
のの、拠点の利用に至るには第三者の後押しも大きな役
割を果たすのではないだろうか。
　このように、ニーズや状況はさまざまであるが、それ
までの子育て環境に欠けているものを求めて母親が子育
て支援拠点の利用に至る過程が示された。子育て支援拠
点の支援者は、母親それぞれのニーズや来所の経緯を把
握したうえで、支援を行っていくことが望ましいと考え
られる。

例３�【�地域子育て支援拠点を利用するようになった理
由】

　・�A 市に引っ越してきた時に保健師に、子育て支援
拠点の預かりを週１回使用して、自分を休ませて
あげることはいいことですよと背中を押されて、
利用することになった（H）　

　・�拠点に行くようになったのは市からの電話があっ
て、近くに友だちが住んでいたからかな（D）

　・�子どものためで、人とのつながりを求めたくて来
ていない（F）

（３）第３期「拠点を利用して、すごろくトークに参加
するまで」の時期

　拠点を利用する目的が、子育て仲間を求めている人
と、子どもの遊ぶ場所を求めている人という違いによっ
て、スタッフや他の母親とのかかわり方が変わることが

可視化された。
　初めて拠点を利用するきっかけが同じ月齢の子どもを
持った母親同士の講座だった場合、会話が離乳食や服
装・睡眠など尋ねたい内容が似通っていることから会話
が容易であり、加えて講座にはスタッフが常駐し、参加
者同士をつなげる役目も担っていることから、同じ月齢
の子どもを持った母親同士の集まりは SG となっていた
と考えられる（例４）。ただし、会話の内容は子どもや
育児のことが中心であり、あくまでも母親としての会話
をする場であったと推察される。
　一方、個人的に広場を利用している母親は、他の母親
に対して「何か話をした方がいいのかも」という相手へ
の気遣いの気持ちが語られた。実際に母親だけの場にな
ると子どもの年齢も違うことから、共通点が分からな
い・会話が続かないといったことが、初めて出会う母親
同士においては SD となっていた（例４）。友だちと一
緒に利用している母親は、話す相手が必ずいるため緊張
することなくグループで過ごしているものの、もし個人
で行動するようになった時には子育て支援拠点を気軽に
利用しづらくなり、離れていく場合もあるかもしれな
い。
　このように、広場に親子が来て交流しており、事業目
的が達成されているように見える場合であっても、母親
の心情としては他の親子に対して気を遣い、気軽に会話
ができているとは限らないと考えられる。交流を促進し
ていくためには、母親同士をつなぐ橋渡しとしてのス
タッフの役目が重要となってくると考えられる。

例４【拠点を利用した時の他の母親とのかかわり】
　・�意外と同じ月齢の子がいて、他愛のないことを

喋っただけでも結構気分は晴れた（D）
　・�スタッフの人たちが親切に会話してくれるから、

子どものためと思って来てたけど、自分の息抜き
になっているかな（F）

　・�喋りたいけど別に聞くことないし、悩みって別に
ないから、どうしようって思うけど喋りたい気持
ちはある（F）　

　・�話せたらいいなって思うけど、まったく接点のな
い人と何を話したらいいのかって思います（G）

　・�結構赤ちゃんママの時に辛いのって、なんか話題
に困る感じ（H）

　・�グループで来てたから、他の人とは共通点があっ
たら喋るけど、そこはそこっていう感じかな。
ちょっと喋りにくいかな（C）
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（４）第４期「すごろくトークに参加してから参加後の
拠点を利用するまで」の時期

　すごろくトークでは、子どもと離れ、止まったマスの
内容に沿って会話を進めていった。トーク内容は子ども
や子育てについてだけでなく、自分自身や家族について
など幅を広げたことが新鮮にうけとめられたようである

（例５）。トーク内容には普段話題に取り上げられない
ような家族についての肯定的な話も含めたが、すごろく
トークで指定された内容だったことや、スタッフが参加
者同士を結ぶ懸け橋の役を行ったことから、自慢話とし
て受け取られるのではなく、参加者を肯定的に理解する
要因となり、子育てに対しての情報にもなっていた。Ｆ
さんは、幼稚園の未就園児クラスでの経験から、母親同
士の会話では夫への愚痴を言わなければ話が合わないの
ではないかと不安に思っていたが、今回は肯定的内容を
話すことができ、他の母親からも肯定的な話が聞けたこ
とで気持ちが楽になったと語っていた（例５）。このよ
うに、会話の内容がすごろくによって決められていたこ
とが、逆に母親にとっては子どもや子育てについてのみ
にとどまらない話をする場となり、肯定的な感情につな
がっていたと考えられる。
　また、すごろくトーク中に自分から離れて遊んでいる
子どもの姿を見て、その楽しそうな様子から自身も嬉し
い気持ちになったことが語られた（例５）。子どもの行
動をずっと見守らないといけないという状況から短時間
でも解放されることは、気持ちをリフレッシュさせるだ
けでなく、子どもや子育てについて客観的に見る機会に
もなり、母親をエンパワメントする効果があるのかもし
れない。

例５【すごろくトークに参加しての気持ち】
　・�視野を広げてくれる意味ですごく面白かった（H）
　・�そんな家もあるんだなって思いました（E）
　・�自分自身の話を拠点では全然しないから、新鮮で

話せるのって楽しいなって思いました （H）
　・�（ポジティブなことを言うことに対して）遠慮し

てなかったし、他の人の話に合わせないといけな
いと思わなかった（F）

　・�家のことを他の人が「いいな」って言ってくれる
から、プラスにしかならない（G）

　・�自分もそうですが、子どもがすごく楽しそうにし
ていたから、子どもが楽しいと私も嬉しいんだと
感じた（H）

　すごろくトークに参加した後に広場を利用した際につ
いては、他のすごろくトークの参加者に対して「来てる
かな」「いたらいいのに」という思いが語られた（例６）。

すごろくトークにおいて人と話せて楽しかったと感じ、
他の母親に対して肯定的な印象を持った結果、広場に一
緒に参加することを約束し合った関係ではなく、「会え
たらいいな」といったちょっとしたつながりが形成され
たのではないかと考えられる。初めての人と話すことに
対して困難感を持ち、一時預かりのみを利用していた H
さんは、すごろくトークに参加した後に広場も利用する
ようになった。すごろくトークでの肯定的な体験を通し
て、子どもの年齢や家庭環境も違う相手とのかかわりが
増え、等至点に至ることができたと考えられる。

例６【すごろくトーク後の気持ち】
　・�参加した人に対して、印象が変わった。どこの家

の人も頑張っているんだなって（Ｅ）
　・�すごろくトークに参加した後、“ 居るかな？ ” っ

て探します。いたらいいなって思います（Ｆ）
　・�いろいろ悩みはあるけど、友だちと電話じゃなく

て直接話せる人がいるのがいいですよね（Ｆ）

Ⅴ．総合考察

　子育て支援の方法として構成的グループ・エンカウン
ターを取り入れた活動を行い、参加した母親の心情の変
化を分析した。その結果、子どもの出産を機に、以前の
生活リズムや人的環境が大きく変化したことによる子育
てに対しての困難感や不安感、孤独・孤立感を感じてい
た母親が、すごろくトークを媒体として人と容易に話す
ことができ、母親の心情が肯定的に変化した可能性が示
唆された。

1．構成的グループ・エンカウンターを用いる利点
　構成的グループ・エンカウンターのすごろくトークを
母親の主体性やエンパワメントを促進し、気軽に話がで
きる場づくりのための支援方法として導入した。その結
果、普段友人関係でも話題に挙がらない家庭での夫の役
割など、その人の自慢とも受け取られてしまう恐れがあ
る話題についても、ゲーム感覚で話を進めることがで
き「人と話すことが楽しかった」「自分のことを話せた」
などの肯定的な感想が得られた。「人と話すことが楽し
かった」という感想に関しては、普段から広場を利用し
て人と話がしたいという気持ちは持ちつつも、共通の話
題が見つからない、話したくないかもしれないという相
手への気遣いがあったのに対し、すごろくトークでは話
すテーマが指定されていたことや、参加者全員が話すこ
とを目的として参加しているという場の設定が、母親が
リラックスした気持ちで話すことに役立っていたと推察
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される。また、「自分のことを話せた」という点につい
ても、子育てを助けてくれる夫の役割を話す機会は普段
ほとんどないと考えられるため、話した側にとっては他
の母親から「いいね」と言われたことに喜びを感じ、聞
いた側にとっては子育てに関する情報として受け止める
ことができたのではないかと推測される。
　今回、一人の女性として参加してもらうことを意図し
て、自らの呼ばれ方を決めたり、子どもから離れて参加
する環境を設定したりした。呼び方については、参加者
の母親から以前から「○○ちゃんのお母さん」という呼
び方が気になっていたからニックネームで呼んでもらえ
ることがうれしかったという言葉があった。名前を呼
び、呼ばれることは、孤独を感じている人にとっては人
とつながったと感じる経験の一つになるのではないかと
推察される。また、少しの時間でも子どもから目を離し
てもいいという環境設定は、母親をリラックスさせ、笑
顔で話をする姿に寄与していたのではないかと考えられ
る。すごろくトークを実施している際、母親の傍に行っ
て邪魔する子どもがいなかったことから、母親たちの楽
しそうにしている姿が、子どもの行動や心情に影響を与
えていた可能性も推測される。
　参加した人数構成について、１回目は参加者が３名・
橋渡し役スタッフが２名ですごろくトークを行った結
果、トークをする回がそれぞれ３回ほどは回ってきてい
たが、２回目以降は参加者が６名と多くなり、トークを
する回数が減ってしまう状況になった。１回目から参加
している母親からはもっと話したかったという言葉が聞
かれたことから、参加人数３～４名に対して進行役１
名・橋渡し役１名程度であると、それぞれが話せたとい
う満足感を得られやすいのではないかと推測される。

２．支援者に求められるかかわり方
　地域子育て支援拠点のスタッフに求められる役割とし
て、基本事業である「親子の交流の場」においてはス
タッフと母親、母親同士のつながりを円滑に形成できる
ようにしていくことが基本であると考えられるものの、
実際には各地域子育て支援拠点でのスタッフの母親に対
するかかわり方は様々である。例えば、親子に積極的に
かかわる拠点もある一方、スタッフは広場に駐在して
も、スタッフがかかわることで母親同士が自然な会話が
できなくなるという理由から、親子にかかわらない拠点
もある。しかし、本研究の結果からは、気軽に話ができ
るよう交流を促進する・他の母親の言葉が SD とならな
いようにするといった観点から、スタッフが関与する必
要性が示唆されたと考えられる。
　また、インタビューからは、ニーズや状況はさまざま

であるが、それまでの子育て環境に欠けているものを求
めて母親が子育て支援拠点の利用に至る過程が示され
た。子育て支援拠点の支援者は、母親それぞれのニーズ
や来所の経緯を把握したうえで、支援を行っていくこと
が望ましいと考えられる。母親それぞれが抱えている困
難感や不安感は表面上では理解することは困難であり、
母親が話してもいいという関係にならないと傾聴するこ
とは難しい。すごろくトークにスタッフが橋渡し役で参
加したことによって、スタッフ自身の子育てについての
話も聞くことになり、スタッフに対する親しみや安心感
につながっていたかもしれない。スタッフがすごろく
トークに参加して、リラックスした母親の話を聞くこと
は、母親の困難感や不安感、家庭的背景を自然に聞き取
ることにもなり、それぞれの母親の支援において有益で
あると考えられる。
　さらに、インタビューからは出産に対してある程度の
知識は持っていても、実際に子育てが始まると予想外の
不安、困難を感じている母親がいることも示された。子
どもや子育てについて本やインターネットなどで調べる
こともできるが、知りたい内容によっては適切な方法な
どが統一されていないため混乱を招く恐れもあると考え
られる。出産後すぐに、専門知識をもった人との関係を
構築する必要性があり、地域子育て支援拠点において
は、子どものかかわり方だけでなく出産前後に起こる不
安・困難・疑問に適切にすぐに答えることのできる人材
の存在が重要であることが推測される。
　なお、本研究では研究手段としてすごろくトークのあ
とにそれぞれの母親にインタビューを行い、TEM 図を
作成して分析したが、結果として母親が抱えている困難
感や不安感を理解することにもつながった。子育て支援
拠点における母親や子どもの行動・言葉などを記録し可
視化していくことは、個々の母親に応じた支援を考える
ために有効な手段の一つではないかと推測される。

３．TEM 図から見えたこと
　地域の人とのつながりが希薄になっている今、すごろ
くトークの参加者の基本属性から鑑みても居住年数の長
短と地域の人とのつながりはあまり関係がないように推
察される。学生の頃からの友人がいても、子どもの有無
で生活環境も違い、子どもへの理解も変わってくると考
えられる。そのため、地域に知り合いがいることは子育
てに関する支援者となる場合もあるが、孤立を感じさせ
る存在となる場合もあると考えられる。反対に、知り合
いがいない新しい土地での子育ての場合、母親が孤立
がちになることが危惧されるが、新しい土地だからこ
そ「子どものために」と自らが積極的に子育て支援拠点
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を探す行動をしていることが分かった。子どものためで
あり、母親にとっての仲間探しではないと言いつつも、
SD と捉えられる「広場でのスタッフの不在」について
の語りがあったことから、他人とのかかわりを必要とし
ていることが分かった。TEM 図に示された経路から、
出産という環境の変化を一つの区切りとして、母親自ら
が新しい人間関係や地域とのつながりを子育て支援拠点
に求めていることが分かった。
　また、子育て支援拠点において基本事業の一つに「子
育て仲間の交流の場」があるが、子育て支援拠点に参加
している母親からは「共通点のない人との会話」「会話
が続かない」「話題が育児についてしかない」という内
容が SD となっていたことから、気楽に母親同士が会話
をすることは難しいことが分かった。その結果として、
すごろくトークを介して会話することについては「テー
マがある」ことが SG となっていたと考えられる。
　TEM 図から見えたことは、母親は子どものためには
自ら積極的に行動することを厭わないが、他人からの評
価を気にしたり他人に対して遠慮して自分を出せなかっ
たりする場合があるということである。そのような課題
を抱えつつも、母親となったからこそ今までとは違う人
とつながり、子育てについての情報を得たいと思ってい
る人がいるという状況があり、そのニーズに応えていく
必要性が示された。

Ⅵ．今後の課題

　本研究の調査対象は子育て支援拠点を利用している６
名の母親であり、一定の経験の多様性を可視化すること
ができたものの、全ての経路を把握して類型化するには
至っておらず、より多くの対象において検討を重ねてい
く必要がある。検討によって、すごろくトークを取り入
れた子育て支援活動を導入するのに適した対象や方法が
明確化されることが期待される。また、本研究において
は、人とのつながりがより円滑に形成できるような子育
て支援に必要な要素を含むエクササイズとしてすごろく
トークを中心としたプログラムを実施したが、コミュニ
ケーションを促進する構成的グループ・エンカウンター
のエクササイズは数多くある。子育て支援活動に適した
エクササイズやプログラム内容に関する検討を継続する
ことで、より多様なニーズに応じた支援の展開につなが
ると推測される。
　また、本研究で行ったすごろくトークにおいてスタッ
フが母親と一緒に参加しながら気持ちを共有し話をした
ことで、母親たちの理解やスタッフとの関係形成に役
立った可能性がある。個々の母親に応じた支援を考える

ためにも母親とのコミュニケーションは重要であるが、
一方で母親とのかかわり方に苦手意識を持っている場合
もあると考えられる（善本，2003）。支援者及び母親た
ちの橋渡し役としての声のかけ方・かかわり方に着目し
て検討を行い、支援者としてのスキル向上・育成につな
げていく必要がある。
　本研究のプログラム参加者間では、実施後に「ちょっ
としたつながり」の形成がみられた。家族や友人のよう
に考え方が近い関係のみに留まるのではなく、多様な情
報を持っている人とつながることができる機会や場を設
定することは、母親の視野を広げ、孤独・孤立や子育て
中におこる困難の軽減につながるのではないだろうか。
また、子育て拠点を利用している母親間のつながりだけ
ではなく、地域で生活をしている子育て中の人や子育て
を終了した人、出産前の妊婦など多種多様な人たちとの
つながりも有用ではないかと推測される。近年、社会科
学等の分野において「人々の協調行動を活発にすること
によって、社会の効率性を高めることができる、『信頼』

『規範』『ネットワーク』といった社会組織の特徴」（内
閣府国民生活局市民活動促進課，2003）である「ソー
シャル・キャピタル」という考え方が用いられるように
なってきた。子育て中の母親を取り巻く社会について
ソーシャル・キャピタルの視点から考えることによっ
て、必要な子育て支援のあり方についても示唆が得られ
るのではないかと考えられる。
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資料
構成的グループ・エンカウンターで使用したすごろくシート

図２　すごろくトーク　１回目シート

図３　すごろくトーク２回目シート
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Supporting Parenting with Structured Group Encounters

: an Analysis of Mothers’ Emotional Transformation Using the Trajectory 
Equifinality Approach

Satoko Takahashi　Shuntaro Watanabe
Osaka University of Comprehensive Children Education

　Mothers today face difficulties in forming a child-rearing network and are thought to be seeking 
an environment where they can connect and talk with others casually to obtain a form of local 
child-rearing support. This study aimed to examine the effectiveness of such support. We conducted 
activities within a structured group encounter as a method of child-rearing support that provides 
a place where mothers can connect and talk casually with others. Subsequently, we analyzed the 
changes in their emotional states. Participating mothers engaged in a type of structured group 
encounter called Sugoroku talk as a support method. They were then interviewed, and a qualitative 
analysis was conducted using the trajectory equifinality approach. The analysis revealed a positive 
change in the mothers who were not seeking connection with others or were cautious in their 
conversations as they were able to have casual conversations with others in Sugoroku talk. The 
results demonstrated the importance of the role of supporters in connecting mothers with each 
other as well as the effectiveness of using Sugoroku talk as a support method.

Key words：�child-rearing support, community child-rearing support center,  
structured group encounter, trajectory equifinality approach

図４　すごろくトーク３回目シート


